
①勿体無く七食べれない

じゆ！じゆ！
ＩＯ、ＩＯ、ＩＯ万円の弁当

その名も『埋蔵金弁当』
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お金が見つかるどころか

どんどん無<なる気が‥・

に いそうです‥・
【日経MJ 06.3.3】

焼酎ﾀﾞ程一位酔う

　シャツパングラスをタワーのように

いくつも重ね、その上からシャンパン

を惜しみなく注ぐお祝いの儀式のシャ

ンパンダウー。焼酎を使ったダワーサ
－ビスをはじめ

るのが和食ダイ、

　　　　　･ヽμで’″,iニング「海草且

　乃木坂」（㈱

03･3479･988D

だ。

　客の合図で巨

隠しの布が取ら

れると、氷が入

った焼酎ショッ

トグラスがいく
つも積み重ねられたタワーが現れ、ス

タッフが焼酎を注ぐ。料金は２人分の

料理コース十焼酎タワー代込みで.1万

5000円。「伊佐美」の場合は２万5000

円と焼酎の銘柄で金額が変わる。ホワ

イトデー企画として３月10、11、13、

14日に完全予約制で開催する。
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　　　　　　　　　七4､J･「白光の味」10万円弁当

　東武百貨店池袋店（⑩03・3981・22

1Dは日光の食と文化を紹介する「日

光・鬼怒川物産と観

光展」を今月16日か

ら21日までの６日間

開催し、その中で10

万円の高級弁当「日

光埋蔵金弁当」を販

売する。

　このイベントは18

日に相互乗り入れ開始するＪＲ東日本

と東武鉄道の新宿・池袋一東武日光・

鬼怒川温泉間の直通運転を記念して開

催する。同弁当は予約制で販売数は２

個。駅弁製造販売の日光鱒寿司（ます

ずし）本舗（日光市）製で、２－３人

分の量かおる。重厚な日光彫を施した

３股引き出し型のお重に、栃木牛ステ

ー牛、刺し身ゆば、鱒寿司など日光の

名産をふんだんに盛り込む。 16・17日

の両日に受け付け、21日に引き渡す。

　　　　　【日経ＭＪ ０６．３．８】

日本版シャンパンタワーですね。

でも､お酒かえるだけでも　　　≒

イメージ変わって

確かに楽しそうですね。

九州の結婚式に

普通に取り入れられそうです

はい。
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ごＱコーナーで鯵、お客様から支持され何度も来･こ頂ける

斧４な繁盛店になる為に、事例を踏まえij4

勉強していごうと思ってお&|ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　【　日経MJ.06.3.22】

今一膝、「　　　　　　｀

伝え蚤蔓Ｌと「　１　１　　　　　’’
　＆　　　　という事例です。

セミナーでいい事を聞いたり

本で役に立つ記事を見たりしたら
すぐ取&1入れると本当に全てが
良くなっていきます。
ただ、「いい！」と思っても
中々やるまでに至らないんですよね。

Ｐｏｗｅｒが必要ですから。

でも、どんどんやっていき疹しぷう。

柴田醸酒店：柴社長に深謝ｆ！

弥生町Ｑテクニ、々師

　（兼）　　　　　　　草問　福弘
専務数綸袷

＼招客招福
　　＿　、_、
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そ
こ
で
店
主
は
先
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
か
わ
い
げ
が
あ
る
し
、
価
格
も
衝

参
考
に
お
客
に
Ｄ
Ｍ
を
書
い
た
。
動
買
い
で
き
る
も
の
だ
が
、
今
回

見
比
し
は
「
、
Ｍ
Ｊ
Ｊ
４
４
｀
４
で
は
な
に
せ
羽
毛
布
団
だ
。
あ
な
た

こ
の
方
法
で
売
れ
残
っ
た
布
団
が

売
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。
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の
貯
金
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な
ら
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た
目
に
も

こ
う
し
た
姿
勢
こ
そ
が
商
売
を
伸

ば
す
糧
と
な
る
の
で
あ
る
。
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究

所
小
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茫
感
禍
し
て
ｔ
ま
寸
：
・
　
こ
と
は
、
こ
の
店
主
の
素
直
さ
で

上
。
す
る
と
す
ぐ
電
話
か
お
り
、
あ
る
。
こ
の
コ
ラ
ム
な
ど
の
情
報

布
団
は
売
れ
た
。
し
か
も
お
客
は
に
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、
Ｊ
儲
Ｊ
Ｊ
Ｊ
．
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皿

商
品
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全
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、
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あ
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。
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、
に
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る
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で
き
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だ
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が
、
可
‘
が
っ
て
大
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に
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っ
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そ
し
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私
が
も
う
一
つ
感
じ
た

　
だ
さ
る
方
を
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：
こ
と
は
、
こ
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素
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さ
で
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こ
そ
商
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伸
ば
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…
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い
心
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心
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匹
ご
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Ｊ
回
心
Ｐ
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い
た
。
す
い
ま
す
。
実
は
予
約
を
頂
い
て
い
翻
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一
引
の
だ
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も
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と
実
際
に
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ぐ
売
れ
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か
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と
コ
ミ

　
こ
の
エ
ピ
ソ
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ド
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読
ん
だ
布
こ
ん
な
禾
（
羽
毛
ぶ
と
　
　
で
す
　
ュ
ニ
ケ
ー
シ
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ン
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と
り
続
け
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Ｓ
一
１
1
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ー

ののに

背だよ
景　゜つ
にもて

自＼分の、お店の向かうべき方向が

決まったら､皆でどんどん

いい所の真似をしていきましょう！
　サマは応　いたし　　！！
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と
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膜
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遺
伝
子
ぃ
体
内
の
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素
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そ
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病
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わ
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フ
ィ
ゾ
ラ
ン
ド
の
国
立
公
衆
衛
生
研
究
所
は
、
「
リ

ン
ゴ
を
よ
く
食
べ
る
人
は
、
師
ガ
ン
、
喘
息
ぶ
ぜ
’

ん
そ
く
）
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
に
な
呑
危
険
性
が

そ
れ
ぞ
れ
6
0
％
、
2
5
％
、
2
0
％
、
2
0
％
も
低
く
な
ト

る
」
と
発
表
。
白
血
球
の
数
を
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や
す
と
の
報
告

も
あ
力
ま
す
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ソ
バ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ド
が
は
血
圧

を
下
げ
る
作
用
、
血
液
を
浄
化
す

る
作
用
、
毛
細
血
管
を
強
化
し
動

脈
硬
化
・
脳
出
血
を
予
防
す
る
な

ど
、
’
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
を
し
ま
す
。
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